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※緑の文字は、ディオで取り扱っている商品です。

④ドライヤーを当てながら、周囲につ
いたクレヨンを拭き取ります。

浅いキズ浅いキズ 少し深いキズ少し深いキズ 深いキズ深いキズ
ひっかきキズ程度の浅い傷ならペンタ
イプの補修剤を塗るだけで目立たなく
なります。フローリングの色、柄、木目を
再現することができます。

少しへこんだ程度なら、クレヨンタイプ
の補修剤をドライヤーなどであたため
て溶かし入れて補修します。耐久性もあ
り、調色もできます。

大きなへこみ、穴ができてしまった場
合、専用の木部用のパテで補修します。
硬化したあと、研磨、塗装などができる
ものもあります。

②キズに対してなるべくはみ出さない
よう、ペンタイプ補修剤を塗ります。

③補修剤を塗ったあとを綿棒でぼかし
ます。はみ出した部分はぞうきんで
拭き取ります。

①ヘコミに木部用パテを入れます。

③まわりにはみ出
たパテは水拭き
します。

④木部用パテの硬化後、スチールウー
ル等でやさしくこすり、表面をなめら
かにします。

③さらにドライヤーを当てて軟らかく
し、ヘラで余分のクレヨンをかき取り
ます。ヘラを
立ててスパッ
とかき取るの
がコツです。

②軟らかくなっ
たクレヨンが
少し盛り上が
るぐらい、キズ
の部分に丁寧
に埋めていき
ます。

①白紙にペンタイプ補修剤で色を付
け、床の色と近い色を選びます。

②ヘラでパテを平
らに整えます。

①床の色に近い軟らかいタイプの補修
クレヨンを選びます。クレヨンが少
し軟らかく
なるまでド
ライヤーを
当てます。

樹脂系ワックスを塗る樹脂系ワックスを塗る

●古いワックスをはがす

●ワックスがけをする

ワックスを塗るたびにはがす
必要はありません。何度か
ワックスを塗り重ねて黒ずん
できたときに、はがしてから塗
り替えるとキレイになります。
ワックスはくり液や掃除用洗
剤の原液をスポンジにとり、
床に塗ります。5分前後おい
てから固くしぼったぞうきん
などで水拭きし、はくり剤とワックス成分を完全に拭き取り
ます。ワックスはくり液はアルカリ性が強いので必ずビニー
ル手袋をはめて手を保護しましょう。また、濡れて時間が
たったり、熱いお湯や除光液、アルコールなどで樹脂系ワッ
クスの塗膜が白化（白く濁る）することがあります。こんな
時はワックスはくり液でその部分だけをはがし、ワックスを
塗り直すとキレイになります。

フローリングのワックスがけはほとんどのものが6ヵ月に1回が
基本。フローリング全体が色あせて薄汚れた場合は全体をワッ
クスがけします。樹脂塗装された木製の床には、樹脂ワックスを
使用します。細かなキズを目立たなくして、床のツヤを蘇らせる
だけでなく、材質を保護するという重要な役割を持っているので
す。ワックスを定期的に塗り替えておくと、水拭きだけで汚れが
簡単におとせ、日々の掃除もラクになります。

水拭き掃除が終わり、床が完全に乾
いたら、90cm四方ぐらいの面積に、
ワックスをポタポタと落とします。塗
るものは古タオルに水をつけ、固く絞
ったものがおすすめ。必ずビニール
手袋をつけましょう。

ワックスをかける順番は、部屋の奥
から出入り口に向かって図のように
かけます。忘れがちですが、ワック
スが乾くまで塗った場所を踏まな
いように。

1

ワックスが乾くとシミになるので、すぐに塗り広げます。表
面を軽くなでるように薄く塗り広げるのがコツ。厚く塗る
とムラになります。また、ワイパーに固く絞った雑巾をつけ
て塗るのも手軽。古タオルや雑巾はときどき洗い直すと
気持ちよく塗れます。よく乾
いてから2度塗りするとよりき
れいです。
ワックスは約20～30分かけ
てしっかり乾かしましょう。

手軽に広い面積をワックスがけするにはワックスワイ
パーが便利です。ワックスをしみ込ませたシートをワ

イパーに取り付け、フローリ
ングの板目にそって全体を塗
っていきます。
初心者でも簡単、手を汚さず
に本格的なワックスがかけら
れます。

2

3

ワックス
はくり液

★ワックスを塗る前に★
汚れたままワックスを塗ると汚れを封じ込めてし
まいます。ほこりをとり、掃除用洗剤やペイント
薄め液で汚れをよく拭き取り、しっかり乾かして
おきます。キズやへこみは補修しておきます。
幅木や壁にワックスがつかないように、マスキン
グテープを貼って養生しておくと、さらに作業が
しやすく、はかどるでしょう。
ワックスがけの作業は風が少なく、天気のよい日
に行いましょう。
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フローリングのワックスがけはほとんどのものが6ヵ月に1回が
基本。フローリング全体が色あせて薄汚れた場合は全体をワッ
クスがけします。樹脂塗装された木製の床には、樹脂ワックスを
使用します。細かなキズを目立たなくして、床のツヤを蘇らせる
だけでなく、材質を保護するという重要な役割を持っているので
す。ワックスを定期的に塗り替えておくと、水拭きだけで汚れが
簡単におとせ、日々の掃除もラクになります。

水拭き掃除が終わり、床が完全に乾
いたら、90cm四方ぐらいの面積に、
ワックスをポタポタと落とします。塗
るものは古タオルに水をつけ、固く絞
ったものがおすすめ。必ずビニール
手袋をつけましょう。

ワックスをかける順番は、部屋の奥
から出入り口に向かって図のように
かけます。忘れがちですが、ワック
スが乾くまで塗った場所を踏まな
いように。

1

ワックスが乾くとシミになるので、すぐに塗り広げます。表
面を軽くなでるように薄く塗り広げるのがコツ。厚く塗る
とムラになります。また、ワイパーに固く絞った雑巾をつけ
て塗るのも手軽。古タオルや雑巾はときどき洗い直すと
気持ちよく塗れます。よく乾
いてから2度塗りするとよりき
れいです。
ワックスは約20～30分かけ
てしっかり乾かしましょう。

手軽に広い面積をワックスがけするにはワックスワイ
パーが便利です。ワックスをしみ込ませたシートをワ

イパーに取り付け、フローリ
ングの板目にそって全体を塗
っていきます。
初心者でも簡単、手を汚さず
に本格的なワックスがかけら
れます。

2

3

ワックス
はくり液

★ワックスを塗る前に★
汚れたままワックスを塗ると汚れを封じ込めてし
まいます。ほこりをとり、掃除用洗剤やペイント
薄め液で汚れをよく拭き取り、しっかり乾かして
おきます。キズやへこみは補修しておきます。
幅木や壁にワックスがつかないように、マスキン
グテープを貼って養生しておくと、さらに作業が
しやすく、はかどるでしょう。
ワックスがけの作業は風が少なく、天気のよい日
に行いましょう。

出
入
り
口


